
第1752回例会　2013.９.19　晴　司会　佐々木会員

　ロータリーソング　「それでこそロータリー」　「四つのテスト」

◎本日の出席状況

　出席：29名（28名）中　20名　71.43％

　欠席：岡田・金子・瀧・輪湖・守屋・長野・斉藤（英）・齋藤（儀一）・（武市）各会員

◎ゲスト　　　　平山　雄一様

◎メークアップ　９／19～岡田～理事会　金子～９／19～松戸東RC卓話

No. 1752号　　 2013年９月 26日発行

渡会　一也　会員

婦人誕生日スピーチ

本日の卓話　『私の履歴書』
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結婚記念スピーチ

結婚生活25周年、出会いは

習字教室ということでした（笑）

9/22の献血
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藤代会長

　皆さんこんにちは！会長の藤代です。

　先日の連休中は、台風18号が日本列島に大きな被害をもたらしていきましたが、会員の皆様方におかれま

してはいかがでしたでしょうか？出先で台風の影響を遭われた方もいらっしゃるかもしれませんね。

　さて、９月15日のことですが、日本の誇る偉大な記録が塗り替えられました。

プロ野球の年間最多本塁打数の記録がそれです。今まではジャイアンツの王選手と、近鉄のローズ選手、西

武のカブレラ選手が55本という記録を持って並んでいましたが、それが49年ぶりにヤクルトのバレンティ

ン選手によって塗り替えられたのです。本塁打の生涯最多記録868本という世界記録を持つ王選手の記録

を、外国人が抜くことはタブーとされているようなことが言われてきましたし、実際54本の年間本塁打記録

を持つ阪神のバース選手には、敬遠策を取っていた記憶が、私にはうっすらとあるくらいです。かなりのハ

イペースで本塁打を量産しているので、今回の記録がどこまで伸びるかは分かりませんが、様々なプレッ

シャーに打ち勝ち、タブーとされた記録を更新した、バレンティン選手に心から賞賛の拍手を送りたいと思

います。（私はジャイアンツファンなので、本当は悔しいのですけど）

　バレンティン選手はカリブ海の島の出身です。これがなんとオランダ領の島なんですね。オランダ領マン

ティルのキュラソー島が故郷だそうです。アメリカ大リーグを経て2011年から日本でプレーをしています。

まだ29歳の若者なので来年以降も素晴らしい活躍をしてくれるでしょう。

　日本の選手にはこの記録は抜けないものか？とちょっと本音は寂しいですけど。

高橋幹事

１．2013～14年度第２回ロータリー財団地域セミナー及びメジャードナー午餐会のお知らせ

　　日　時：12月１日（日）登録９時～10時　　セミナー10時～17時

　　場　所：ホテルグランパシフィック  LE  DAIBA　東京都港区台場２-６-１　

　　会　場：BIF　パレロワイヤル

　　登録料：10,000円

　◎メジャードナー午餐会出席について

　　金子　研一会員に出席のご案内が来ております。（出来ればご夫妻でのご参加を）

　　登録料：5,000円　　登録締め切り：10月10日まで

２．地区大会記念ゴルフ組み合わせが来ております。

　　日　　時：10月７日（月）　場　所：鶴舞カントリー倶楽部

　　参加会員：守屋・松本・大原・大家・斉藤（英）・瀧・山﨑

　　　　　　　参加者は本日配布の表　３枚を必ず持参ください。

３．次週９月26日（木）は職業奉仕委員会主催の職場見学「千葉地方裁判所見学例会」です。

　　集合時間：９時30分　　集合場所：千葉弁護士会館　　見学：千葉地方裁判所

　　例　　会：「うなぎ割烹　正木屋」12時～

　　◎先日お渡しの資料地図を参照のうえ、遅刻のないようお集まりください。

幹 事 報 告

会長あいさつ



４．９月22日（日）の献血のご協力をお願い致します。

　　集合は北習志野juju広場　10時です。

５．先週、社会奉仕委員会より「気仙沼鹿折小学校・震災復興支援」として「箱」をお回しして，義捐金と

して51,000円集まりました。

　　先週お休みの方で、お気持ちのある方はご協力ください。領収書をお出し致します。

◎気仙沼市立鹿折小学校　震災復興支援義捐金（カンパ） 社会奉仕委員長　岡田　敏男

　９月19日現在　55,000円となりました。ご協力ありがとうございました。

　クラブ支援金50,000円と合わせて、105,000円として差し上げます。

　本日の卓話　

　　　　　　「私の履歴書」 中村　和一　会員　

　改めまして、今年度より入会させて頂きました、㈱ナカムラ　中村　和一と申します。

　今まで「私の履歴書」のように私自身、自分の人生を振り返ったことが無かったかもしれません。お恥ず

かしいですが少しお話させて頂きますので、宜しくお願い致します。

　以前、船橋駅前通りから仲通り商店会に入ってすぐに文房具屋がありました。そこが祖父　中村英次郎が

昭和６年に開業した「文具のナカムラ」です。

　開業当時は、現在の船橋市文化ホール付近に船橋小学校があったそうで、学校の前の文房具屋が当社の始

まりでした。戦後まもなく、仲通り商店会に引越したそうです。また、昭和44年までは「文具の昭和堂」と

言う商号でした。現在は船橋卸団地内に本社を置き、外商部のみの対応で船橋市内を中心に営業活動させて

頂いております。

　そのお店の隣にかつて「清川産婦人科医院」さんがありました。昭和46年７月30日、父 和男　母 萬知

子の長男として誕生致しました。現在42歳です。そろそろ後厄払いに、船橋大神宮にお参りに行こうと考え

ております。

　父は先日他界しましたので、現在は母と二人で鎌ヶ谷市にて同居しております。兄弟は、姉１人、弟１人

の３人兄弟です。

　私が生まれてすぐに、両親は船橋市本町のアパートから、船橋市夏見の祖父母と同居をはじめました。私

はおじいちゃん子だった様子で、３歳位のころには夕飯時に祖父のひざに、ちょこんと座っていることが多

かったそうです。

　その後、ひまわり幼稚園・八栄小学校と進みました。

　小学校３年生の私は、祖父が立ち上げた「ボーイスカウト船橋１団」カブ隊に入隊し社会奉仕活動の第一

歩を踏み出しました。

　余談ですが、ボーイスカウト船橋第１団は戦後の動乱において、ここ船橋駅前もヤミ市が横行し、子ども

たちの生活や教育環境も目に余るものがあったそうです。そこで青少年育成のためにと祖父が「ボーイスカ

ウト中村隊」を昭和21年12月に発足させたそうです。千葉県で２番目にできたボーイスカウト隊と聞いて

おります。そして昭和22年８月１日　日本ボーイスカウト船橋第１隊が結成されました。

　当時の結成記念キャンプは、船橋大神宮で行われたと記録されています。昔は物が無い時代でしたので、

ゲートルで野営帽子を作り、風呂敷を紫色に染めてネッカチーフを作ったそうです。他の団はカラフルな



ネッカチーフが多い中、紫１色ってとても地味だと思っていましたが、歴史を知ると誇らしいものだったの

だと改めて感じました。そして祖父はボーイスカウトの「ちかい」や「おきて」を守る、良い子の手本を作

り出す規則正しい生活訓育の実習を行い、青少年の教育の場としていたそうです。また、昭和25年９月には

ボーイスカウト船橋第１隊音楽隊が結成され、のちの船橋吹奏楽団（通称　船吹）として独立したと聞いて

おります。

　話は戻りますが、私は中学生までこのボーイスカウト船橋１団に属していました。学区の違う仲間と出会

い、先輩・後輩もでき集団行動の原点を学びました。

　スカウト活動に参加していて一番楽しかったのは、やはりキャンプでした。

　当時は、豊富小学校の裏の森で地主様のご厚意のもと、数泊させて頂きました。とは言っても現代のよう

な、素敵なキャンプ場設備など有るはずもなく、水道も無いところでしたので、ポリタンクに水を入れ、大

きなテントを担ぎ森の中で生活訓練をしていました。釜戸は土を掘り、石を積み、鉄棒を置くだけの簡単な

ものしか出来ませんでした。

　ブロック塀のかけらを発見したりすると、それだけで平らで安定している、立派な釜戸が出来たものでし

た。たいした料理は作れませんでしたが、飯ごうで美味しく白米が焚けたときは、とてもうれしくまた誇ら

しく思いました。こんな私でも自炊ができるのかという喜びも感じられました。

　ボーイスカウトのキャンプは、テントの設営が終わると薪拾いから始まります。

　今、友人たちとキャンプに行くと、何しろ道具が良いことに驚かされます。

　木炭や薪も売っていますし、高機能のテント・BBQグリル・ガスコンロ・折りたたみのテーブルやイスな

どで快適なキャンプ生活が可能になりました。私が中学の時に経験したキャンプと比べると、なんて贅沢な

キャンプなんだと感心してしまうのは私だけかも知れませんが…。

　中学２年の時には、サバイバル体験もさせて頂きました。季節は11月だったと思います。ポンチョ（雨具）

とロープだけで、自分の思う様にその辺の木々を使い、雨風を防ぐ屋根をつくり１晩明かすというものです。

普段のキャンプは６名程度の班行動ですが、このときはすべて１人で問題解決しなければならず、心細さも

あり、また寒くて寒くてしょうがなかったのですが、普段ではできない体験をさせて頂きました。

　それから、船橋中学校に進級して、初めて部活動に参加しました。陸上部です。大して足が速くもなかっ

たのですが、球技が苦手な私の選択肢はこれしかありませんでした。中長距離と砲丸投げを専攻していまし

たが、練習もろくにしていなかったので、成績は思わしくなかったのは言うまでもありません。

　そんな中学生活の中、大きな出来事？　がありました。

　それは中学２年の時に生徒会の会長を仰せ使った事でした。本来ならば生徒会長と言えば、成績優秀でス

ポーツ万能、皆に好かれる人材が適任なはずなのですが、どこをどう間違えたのか、私に白羽の矢が向けら

れました。

　ちなみに、学力は今と同じくとっても低く、皆の先頭を切って行くタイプではなかったのですが、先生方

のご助言もあり選挙の結果、信任して頂きました。実は、対抗馬が居なかったので、誰でもその職に就くこ

とができたのでした。ここでも、私にとって大きな学びを得る事ができました。

　さて、「生徒会長」になった私は大きな勘違いをしてしまうのです。職員室で先生方と生徒会の運営につい

て話をしたり、体育祭や文化祭の運営方法を生徒会の仲間と話をしているうちに「自分は偉い存在なのだ」



と思い込む様になって行きました。１人の生徒である、それ以上でもそれ以下でもないのに、バカな考えを

持つようになりました。「この学校は、私がまとめて行く」そんな意気込みでしょうか？

　それは当然、私の態度にも表れるようになり、先生方の様に偉そうに友人たちに物事を指図してみたり、

上から目線で話すようになってしまいました。

　結果はご想像の通り、誰も私の言う事に耳を傾けてもらえなくなり、次第に友人の数も減り、孤独を味わ

うはめになるのでした。

　それでも行事ごとは、１年間なんとかこなし大役を終える事ができました。

　ここでの学びは、「天狗になるな！」　と今でも自分の戒めになっております。また、仲間を大切にして、

何でも自分１人で回そうとせず、横の連携を取りながら、物事を進めるという、基本中の基本を教えて頂き

ました。

　高校生になった私は、姉の友人の勧めもありラグビー部に属することになりました。ラグビーのラの字も

知らなかったのですが、当時流行っていた「スクールウォーズ」というドラマにも刺激を受け入部しました。

入部してびっくりしたのが、ドラマさながら、学校でも悪そうな先輩方がいっぱいで、「この先やっていけ

るのかな？　ついて行けるのかな？」と不安を覚えるくらいでした。

　ガラは悪かったのですが、後輩思いの先輩方に恵まれ、２年半辛いながらも楽しい部活動を送ることがで

きました。

　入部直後はバックスの12番センターのポジションを頂きましたが、球技の苦手な私はボールのハンドリン

グが悪くパスされたボールをキャッチできず、よく落として「ノックオン」と言うエラーを頻発していまし

た。

　その後はチームの中でも身長がある方でしたので、フォワード・スクラムの中のちょうど背骨に当たる部

分を組む、５番ロックのポジションを頂きました。スクラムの中では、前後の激しい押し合いが原因だと思

うのですが、腰を痛めその後は７番フランカー（スクラムの後ろサイドにくっついているポジション）を頂

きました。以前から力任せのタックルだけは、お褒めを頂いていたので、フランカーは自分に合っているポ

ジションだったのかな？　と勝手に思っています。

　高校２年の終わりの練習試合で、チームの司令塔でもあるナンバーエイトのポジションに欠員があったた

め、急遽私が対応する事になりました。が、しかし、準備運動不足と相手チームの同ポジションが、一歩も

二歩も上手だったので、動きについて行けず右ひざを「パキッ」とやってしまいました。

　骨折はしなかったものの、腰を痛め、右ひざの靭帯を損傷してしまいました。40才を過ぎてから、自分の

体も更に悲鳴を上げ始めました。また、腹も出てきたので体を動かし、リハビリをして行かないと今後の展

開に不安を感じています。

　ラグビーでの学びは「One for All　All for One」皆さまもご存じの言葉だと思いますが直訳すると、「１

人はみんなのために、みんなは１人のために」ラグビーの場合、チームワークも無論重要ですが、一人一人

が助け合うことも必要だと言う事からこの言葉が生まれたそうです。

　自分ひとりの力（ひとりよがり）で頑張っていても、人の力には限りがありますので、ほんの少ししか前

に進めませんが、皆で協力し合って、横の連携を強化し、助け合い、補うことにより、困難な壁もきっと突

破できると思います。

　高校卒業後は、「千葉ゼロックス株式会社」現在は「富士ゼロックス千葉株式会社」に入社し、２年ほど

お世話になりました。コピー機の修理や点検を行うカスタマーエンジニアとして流山・野田南部エリアを担



当し、コピー機のメンテナンスでお客様を訪問していました。ここでコピー機のメンテナンスの基礎知識や

社会人としての一般常識を学びました。

　21歳の時に自社に戻り、現在は、理想科学工業の印刷機リソグラフやカラー印刷機オルフィスの技術認定

を頂き、船橋市内の学校様を中心に、文具・事務機器の販売や印刷機等のメンテナンスを中心に営業活動し

ています。

　まとまりませんが、これで今回の卓話「私の履歴書」を終わりにしたいと思います。

　まだまだ若輩なので、これからも皆様にご指導頂きながら、お役立ち出来ますよう努力して参ります。ど

うぞ、宜しくお願い申し上げます。

・船橋っ子の中村さんのお話興味深く聴きました。 藤井　仁毅

・中村さん、イソップの私をこれから守ってください。卓話ありがとうございます。 大原　俊弘

・中村会員「私の履歴書」の卓話ご苦労様でした。中村さんの人となりを知ることができました。今後とも

よろしくお願い致します。 岩浅　宗之

・中村さんの履歴書、楽しくお聴きしました。生徒会長、素晴らしいです。私も船中で４年先輩です。

 伊藤　直子

・創業82年余りの老舗（株）ナカムラ　３代目懐かしい卓話ありがとうございました。 山口　習明

・中村さん、楽しく卓話を聞かせていただきました。これからもよろしくお願い致します。 大家　浩明

・中村会員へ、息子は船橋13団所属です。先日「一級」に挑戦しました。30Kgの装備を背負って夜間の10

キロ走破と単独キャンプでした。「備えよ常に」 山﨑　新一

・中村さん生い立ち楽しく拝聴させていただきました。貴方のおじいちゃんは偉大なり。ボーイスカウトの

精神を間違いなく和一青年は受け継いでいます。 相澤　友夫

・カブ・ボウイスカウト活動で培った社会奉仕・青少年奉仕の精神をロータリー活動に活かして頑張ってく

ださい。卓話に感謝。 遠田　毅

・中村さん、楽しい卓話を聞かせて頂きありがとうございました。当クラブの背骨（ロック）に是非なって

ください。 織戸　豊

・大家会員、来週の裁判傍聴楽しみにしています。 松本　健

・来週の裁判傍聴参加ありがとうございます。精一杯「お・も・て・な・し」をさせていただきたいと存じ

ます。 大家　浩明

・先週は旅行でお休みを頂き、ニューヨーク・ボストン・ナイアガラを回って来ました。松坂・上原は見れ

ませんでしたが、イチローを見てきました。 鈴木　恭浩

・２時までに県庁に入らねばならないので、早退させていただきます。続きは今夜な「うまいのも会」でや

らせていただきます。 斉藤　守

・平山さん、念願のロータリークラブにようこそ！是非入会をお待ちしていますが、入会審査が心配です

（笑い・・） 大原　俊弘

・平山　雄一さん、ようこそロータリーへ。ロータリー良いとこ一度はお出で、チョチョンのパ（古いです

ね） 山口　習明



・平山　雄一さんようこそお出でくださいました。是非ともロータリーで活動を致しましょう。相澤　友夫

・「りん」13号に“オリンピック特集”を企画致しました。短い文章でも結構です。全員お願い致します。

 藤井　仁毅

　 ９月19日　18,000円　　累計　311,000円　今週のニコニコ BOX

９・10月のプログラム

９月26日　職場見学 千葉地方裁判所

10月３日　ガバナー補佐訪問　森嶋康長様

　　　　　三つの祝い会員スピーチ

　　10日～11日

　　　　　移動例会

　　　　　「東日本大震災復興視察・

 気仙沼南RC訪問」
　

週報今週の担当　　　松　本


